










しかし， ホ別れ、 と 、旅、 とは必ずしも同質である
とは限らないよミだ。 少なくとも， 平安時代の， 特に




は， 春と秋と， 夏と冬と， 賀と哀と， 恋と雑との， い
わば二律背反的な歌を組み合わせ， 交互に並べて見せ
ている。 貫之の語を借りれば， それぞれを 「各々あひ
闘」わしめているのだ。 別れと旅も， また同じくあい
闘わされている。 これは一見奇異な感を与えるかも知














































は， この数年は未曽有の「濁世 （じよくせ）」 と写る
からです。 私が濁世とみるのは， 人々の 「心田（しん
でん）」 が余りにも荒廃していることです。 「心回を












日本では平安時代の永承六年 （1 051） から末法に入っ
たと， 当時の人々は固く信じていました。 末法は末世





は， 殺さない， うそをつかない， 姦淫しないなど， 人
間としての基本的道徳律を設定しました。 私は道徳律
は人聞が生み出した智慧だと考えていますから， 万古






ます。 それ も 物質的なエゴが。
近代を引き出した要素のひ とつに科学文明をあげる



























経済学部長 新 田 隆 信














































































る。 A catalyst activates molecules, 





理学部長室にかけてあるがよい想い出になる。 彼が 日 仕事の交流の後にこのような交流も加わると， 仕事
本を去るとき， 私は色紙に立山をかいて贈ったら大変 の交流も一層深めることが出来る。 そのためには余技
喜ばれた。 彼の所に留学した若い人の話では今でも彼 にも訓練を重ねていることが大切で， そうしないと長



















自動車の運転にしても， 統計的には免許証手得後 1 年
位 経過した者の事故が最も多いと言われている。















薬学部長 柳 田 友 道
なすのはむずかしいということを知っておいていただ




























工学部長 室 町 繁
雄
る。 今 日のような就職難の時でなくても， 大企業に就
職し大樹の蔭で生涯を送るより， 中小企業で存分に活
躍する方が， どれだけ生きがいがあるか知れないと思
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て， こ 冶 は17年前の短期現役兵として入隊した夢の跡
でもあった。 その後， つぎつぎと各学部が移転してき
た。 なんだかはじめ自分たちの屋敷の中へ無断で、建物




















































大学職員も学生も， きらには大学周辺の社会人も， いろいろな要因によってそれが阻まれている。 一例を
富山大学の望ましい姿， 正しい姿を追求して日夜努力 工学部移転問題に取って見ても， 開学以来の懸案がい



















































新制大学29年の歴史に照らして， 大学 4 年の課程で
は学生に深みのある研究を期待するのは無理である。
専門課程二年半では， 期間が余りにも短い。 この2 年
半に更に2 年を加えて一連のものにしたら， いい結果










































用きれ， 4 年程で宮城県石巻商業に転じ， それから一
年後再ぴ母校の学部に入学した。 学部卒業は昭和16年
12月で卒業論文は灯火管制下で書いた。 始めて修学年
限の短縮きれた年で翌年からは9 月 卒業となった。 こ
の2 年9カ月 が， 省みて私の一生で一番平穏で、勉強し
た時期である。 5 年間教員をやったので学資は充分あ
り， 時には旅行もした。
学部卒業後， 大阪府の堺商業に 約l 年半勤務， 昭和
越 山 頚
富山はいいところだ。 ここで20余年が過ぎた。
山は美しし 水は清く， 魚は新しし そして米はま
たうまい。 公害のデパートと人は非難するけれど， こ


























ある。 日本人の通訳が2 人いたので， 読み書きは彼等























った。 いまでは， 財政学の基本的資料は ほぼ揃ってい
るし， 研究しようと思えばどこからでも手をつけうる




心をもっ。 若気の至りで， その昔， 海後宗臣教授（ 東
















If we d o  meet again; why, we shall smile; 




最後に， 学生諸君に望みたい。 大学を 「大いに学ぶ」
意味での大学にして ほ しい。 校舎の大きさや資料の豊
富さもさることながら， 大いに学ぶことなしに大学は
ありえない。 アルバイトもよい。 麻雀もパチンコもよ
い。 あるいは恋愛に耽けるのもよかろう。 だが， 学ぶ
ことだけは忘れてはなるまい。 いまや富山大学は 「駅
排大学」 ではない。 秀れた研究者が雲集している。 こ
れらの先達に教を乞わないというではない。
富山と富山大学とを， 私はこよなく愛する。 そ こで
教え， そこで働き， そこで学ぶ人々に， 永遠に栄光あ
れと祈る。
人文学部







新 任 教 官
0油井 雄二 助 手（経済学部） 53 .1.1 
昭52. 3 一橋大学大学院経済学研究科博士課程
単位修得




















経済学部助手 油 井 雄
昨年の暮から何回か富山に来ましたがほ とんど雪も れる感じでした。 しかし， こちらに 引越してすぐに70


















































一ーが専門でありますが， そ こに流れる テーマが効率
と公正の均衡論 でありますので， この数年はもっぱら
社会環境論（「地域開発」）の仕事にとりかかってまいり


































































…が富山赴任の第一 日目（2月 3 日）。 覚悟はしていた
ものの， この光景にはぴっくりした。 しかし， 夕陽に
映える立山連峰は， 山にとりつかれている僕の胸を躍
らせる。 そこで， 冬は， スキー， 夏は， 北アルプス登
山と， 気候と地形をフルに利用しようというのが現在
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一学生証の査証 に つ い て ー








期 日 昭和52年11月26日仕）・27日（日） 1泊2 日
場 所 富山県上新川郡大山町山野スポーツセンター
研修生 体育会役員及ぴ運動部リ ーダーの学生80 名
講 師 学生部長 岩消j富治
教 養 部 教 授 有沢一男






園ニュース（52年 9月26日， No.24） で， 9月12日まで
の経過の概要をお知らせしたが， その後も， 学寮補導
委員会を2回 （52年 3 月以 降 6 回），寮生との話し合



































































今回は， l泊2 日と期間が短〈， 時間的余裕にもか










本年度のスキー講習会は， 去る1月 7 日から13日ま






終了 し得たことを， 指導教官， 体育会の諸君並びに関
係各位に深〈感謝します。
「スキー講習会雑感」
10班 経済2 年 原馬 宏之
今回のスキー講習会に参加して， 一番すばらしかっ
たことは， スキーの魅力を存分に味わったことであろ
う。 よしある程度スキーができる人 は， シーズンにな





ところで， 実際， 志賀高原へ到着すると， あたり一
面は， 銀世界であり， ここは， 日本のスキー場のメッ
カだけに， 設備もよく， 雪質が抜群なのである。 我々







てみると， まず， 寺小屋スキー場の林道である。 ここ





てくるのである。 次に， ジャイ アントスキー場である。
ここは， 最大斜度40度ぐらいで所々に岩が出ている。
- 13ー
我々， 初級班では， 最難関のコースである。 全く， 滑
っているというより， 飛ぴ降りているような気がした。
何回も転ぴながらも， 無事に降りて これたのは， 幸運
であった。 きて， 我々は， 毎夜時には指導教官も交え
て反省会を聞きスキーのこと， その他のこと等でも討
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